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߶෾ࢢ༻ӹָ࣪ڂݜ 
 
 

＜スタッフ＞  ࣋ඎ 憲（教द）  
 
＜研究のキーワード＞ 
（１）らせん高෾（２） ࢢଡ॑らせん （３）੫ు૮互ࡠ༽ 
（４）࣎間෾解଎ఈ （５）ଡ෾岐高෾（６） ࢢキラル෾཯ 
 
＜ྫ࿪ 5೧ౕのकな研究活ಊ概གྷ＞ 
 ౲研究࣪では、༻液஦にଚࡑする高෾࠱ࢢの෾ࢢ形ସ、෾ࢢ間૮互ࡠ༽、そして
高෾ࢢナノॄ߻ରの構ଆを研究している。ຌ೧ౕは、(1)੗型ポリ（N-イソプロピル
アクリルアミド）のਭ஦での温ౕ༢起ナノ構ଆ形੔挙ಊ 1、(2) 線状および㠀線状ア
ミローストリス(アルキルカルバメート)の溶液中でのコンホメーションとキラル分㞳
能の相㛵 2、(3) ଡ෾岐ଡ౸カルバメート༢಍ରの༻液ಝ੓解ੵとଡ෾岐構ଆによる
ಝ異ద૮෾཯挙ಊについて研究を行った。 
 
(1) ੗ܗポリ（N-イソプϫピϩアクリϩアミド）のਭ஦でのԻౕ༢ًナノߑଆܙ੔ڏ
ಊ 1 

 ࿻࠱が温ౕ応౶੓の高
い੗型෾岐ポリ（N-イソ
プロピルアクリルアミ
ド）（ sPNIPAM）の希
മਭ༻液について加೦に
൒う構ଆ形੔を、ঘ角 X
તࢆཛྷ（SAXS）、ు気
泳ಊ光ࢆཛྷ๑を༽いて観
଎した。急加೦後の
sPNIPAM ਭ༻液につい
て、SAXS より決ఈした
形য়因ࢢ P(q)とࢆཛྷベクトルのઊଲ஍ q の関係をਦ１にࣖす。球য়ཽࢢにಝ௅దな
。がਫ਼੔されることを確೟したࢢཛྷパターンを解ੵし、ཽ径の均一なナノඏཽࢆ
ゆっくり加೦する৖߻とർ較して、急ଐに加೦するとཽ径෾ාが狭くなることから、
૮෾཯のॵ期過ఖがスピノーダル෾解であることがࣖࠨされた。੗型࠱の高いセグ
メントືౕにより、凝ॄ後すぐに高ೳౕのナノ液థが形੔されること、そして、ಚ
られたナノඏཽࢢのන໚がଵుするため、安ఈした球য়ナノཽࢢが形੔されること
を໎らかにした。 
(2) તয়およびඉતয়アミϫーストリス(アϩキϩカϩバメート)の༻ӹ஦でのコϱホ
メーショϱとキラϩ෾཯೵の૮ؖ 2 

 アミロースカルバメート༢಍ରの༻液஦における߸௜੓は、஖換基がঘさい৖߻
には、ྣંする౸ୱ位のカルバメート基間のਭો結߻、஖換基が୉きくなるとਭો

ਦ 1.  ਭ༻液஦における sPNIPAMの形য়因ࢢ P(q)とナ
ノ構ଆ形੔のໝࣞਦ 
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結合した༻ഖ෾子による಼෨
回఺制限に起因する。ຌ研究
では、異なるଈ鎖ௗを持つア
ミロースアルキルカルバメー
ト༢಍ରをシリカཽ子に୴持
し、それらのキラル෾཯೵を
௒査した。その結果、ଈ鎖の
ௗい༢಍ରはより高いキラル
෾཯೵を示すことが໎らかに
なった。ಋ時に、環状アミ
ロース༢಍ରのキラル෾཯೵
はત状鎖にർべてஸしくఁい
ことが、ଡ෾岐構ଆを༙する
෾子についてはત状鎖と環状
鎖の஦間の෾཯೵を持つことが෾かり、高෾子鎖がシリカන໚に௜તదに୴持され
ることがキラル෾཯において重གྷなༀ割を果たすことも示された。 
(3) ଡ෾岐ଡ౸カルバメート༢಍ରの༻液ಝ੓解ੵとଡ෾岐ߑଆによるಝ異ద૮෾཯
挙ಊ 3 

 剛௜ならせん෨෾鎖か
らなるଡ෾岐高෾子であ
る高ౕ෾岐環状デキスト
リントリス(フェニルカル
バメート)(HTPC)試ྋを௒
製した。小角 X ત散ཛྷ
（SAXS）଎ఈと೬ౕ଎ఈ
をྒྷ༻ഖとස༻ഖ஦で行
い、༻液஦の෾子形ସを
決ఈし、HTPC ෾子が、
༻液஦でಋ෾子ྖのત状鎖よりもはるかにコンパクトであることを確೟した。ଲ応
するત状高෾子が広い温ౕ൥囲で酢酸メチル（MEA）に༻解するのにଲし、HTPC
はఁ温でのみ MEA に༻解し、ఱ型దな LCST 型૮図が観察された。このことから
HTPC の高෾子セグメントと MEA ෾子間の૮互作༽が、ત状鎖とは୉きく異なるこ
とが示された。これは、HTPC の෾岐఼෉近で屈曲したらせん鎖が༻ഖ෾子と異な
る૮互作༽を持つためであると考えられる。 
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図 3. HTPC－MEA系の૮図と෾岐構ଆ 

 
図 2. キラル෾཯カラムのໝ式図とキラル෾཯୴
ରに༽いたアミロース༢಍ରの化学構ଆと෾岐・
環状構ଆ 


